
1.  はじめに
小学校学習指導要領解説音楽編には、歌唱の活
動について、「児童がこれまでに様々な経験を経て
培ってきた感性を働かせて、自らの声で楽曲の表現
を工夫し、思いや意図をもって歌うものである」1）

との記述がある。しかし歌唱学習の指導では、児童
のイメージとは無関係に学習が進められることも多
い2）。
こうした現状を受け、まず「思いや意図」とはど
のようなものか、また小学生は「思いや意図」をど
のようにもつのかを明らかにしたいと考えた。そし
てそれを基に「こう歌いたい」という思いや意図を
児童の中に築かせ、それを歌唱によって実現できる
ような歌唱授業を構想し、実践したいと考えるよう
になった。そこで研究の目的を、「歌唱の授業にお
いて、児童が思いや意図をもち、表現を工夫できる
ような授業を構想・実践し、その結果を検証するこ
とで、指導のポイントを導き出すことである」とし、
研究を進めていくことになった。

2.  本研究の鍵となる概念の整理
まず、本研究の鍵となる概念を整理し、「思いや意
図をもって歌う」はどういった姿なのかを導き出す。
（１）思いや意図
「思いや意図」という語句は、小学校学習指導要領
解説音楽編で示されている。そこで示されている内
容を整理すると、「思い」は「歌詞の内容や曲想を感
受することによって生まれる『こう歌いたい』とい
う自分の考えや願い」であり、「意図」は「その思い
を表すための方略」であると考えられる3）。
（２）表現
小島（1998）は、「表現」を、「外的なものの働
き掛けによって生じた自分の『内なるもの』を、音
や言葉や色などを素材として具体的な形にして自分
の身体の外に表すことである」4）と述べている。こ

の「内なるもの」は、イメージがはたらくことで起
こる情動・感覚・感情からもたらされる5）。
上記２つの概念より、「思いや意図をもって歌う」
とは、「歌詞や曲想からイメージを浮かべることで、
『こう歌いたい』という考えや願いをもち、表現を工
夫して歌うこと」であると考えられる。

3.  関連する先行実践研究の検討
森保ほか（2014）6）、加藤ほか（2007）7）の２つ
の先行実践研究の検討を行い、次の示唆を得た。
（１）教材曲にイメージをもたせるには、歌詞全体を

理解させることが必要である。
（２）イメージを表現させるため、グループで考えさ

せることは有効である。
上記の示唆を授業プランの構想に役立てる。

4.  授業プランの構想
授業実践は、小学校１年生の児童を対象に行う。
そのため、それに基づいて授業プランを構想した。
なお、低学年の指導内容には、「意図」が含まれて
いないが、低学年であっても、抱いた「思い」を基
に表現を工夫できるのではないかという考えにより、
構想した授業プランの指導内容には、「思い」だけで
はなく「意図」も加えている。

4. 1.  構想した授業プラン
（１）題材名
「ようすを　おもいうかべて　うたおう」
（２）題材について
歌唱の活動は、ただ楽しく歌うだけではなく、歌
詞や曲想からイメージを浮かべ、「こう歌いたい」と
いう考えや願いをもって歌うことで成立する。その
ため、児童にイメージをもって歌わせたいという願
いを基に、題材を設定した。
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（３）教材名
≪はる なつ あき ふゆ≫（三浦真理　作詞・作曲）

（４）教材について
四季がテーマであり、１番から４番にはそれぞれ
春夏秋冬の様子が描かれている。歌詞には、小学校
１年生の児童にとって、四季をイメージしやすい語
が散りばめられており、四季の情景を思い浮かべる
ためのヒントが多く詰まった教材であると言える。
（５）題材の目標
①歌詞や曲想からイメージを浮かべ、思いや意図
をもって意欲的に歌う。
②表現への思いや意図を表すための歌い方を考え
る。
③表現への思いや意図をもって歌う。

（６）指導内容
学習指導要領　A 表現（１）歌唱　
イ　歌詞の表す情景や気持ちを想像したり、楽曲
の気分を感じ取ったりし、思いをもって歌うこと。

（７）指導計画（全４時間）
表１に示す。

表１　指導計画
時 学習活動

１ ・歌詞に注目して、≪はる なつ あき ふゆ≫を聴き、メロディーを覚える。
・４つの季節から連想されるものや、４つの季節に抱く気持ちを思い浮かべる。
・イメージを浮かべながら、教材曲を歌う。
・抱いたイメージを、ワークシートに記入する。

２ ・４人グループになり、担当する季節を知る。
・グループで、担当季節の歌い方を考える。
・グループ毎に発表を行い、発表したグループに良かったポイントを伝える。
・表現への思いや意図を、ワークシートに記入する。

３ ・新しい４人グループになり、担当する季節を知る。
・グループで、担当季節の歌い方を考える。
・グループ毎に発表を行い、発表したグループに良かったポイントを伝える。
・表現への思いや意図を、ワークシートに記入する。

４ ・拡大歌詞を黒板に掲示し、それを基に、学級全体で４つの季節の歌い方を考える。
・学級全体で、教材曲のイメージを浮かべながら歌う。
・表現への思いや意図を、ワークシートに記入する。

4. 2.  指導計画の詳細
4. 2. 1.  第１時
授業の冒頭で、初めて教材曲を提示する際、歌詞
に注目して範唱を聴取させるため、まず、歌詞を提
示せずに「どんな言葉が出てくるか、よく聴いてご
らん」と伝え、教材曲を聴かせた後に発表させる。こ
の活動により、児童は歌詞に興味をもつことができ
るものと考える。その後は歌詞を黒板に掲示し、筆
者が歌詞を読み上げる。その際、児童にイメージを
もたせるために、間をとりながら読んだり、「これは
どんな様子かな」と問い掛けながら読んだりする。
続いて、歌詞のテーマである４つの季節の様子を
思い浮かべさせることで、教材曲に対してイメージ
をもたせることとする。なお、小学校１年生の発達
段階を考慮し、４つの季節の様子を同時に思い浮か
べさせるのではなく、１番の春から順に取り上げる。

その後、浮かべたイメージが伝わるように歌って
みようと指示し、教材曲を歌わせる。
授業の最後には、抱いたイメージをワークシート
に記入させる。このワークシートは、児童がイメー
ジをもてたのかを把握するため作成した（図１）。

図１　ワークシート

4. 2. 2.  第２時
授業の冒頭では、第１時のワークシートの内容を
筆者が読み上げ、浮かべたイメージを思い出させる。
その後、座席の前後隣の児童で、４人１組のグルー
プをつくり、季節を１つずつ割り振る。そして担当
季節のイメージを児童間で交流させ、グループで表
現を工夫するように指示する。グループ活動の後は、
グループ毎に発表させ、聴いていた児童から良かっ
たポイントを伝えさせる。これは、集中して聴かせ
るための工夫である。この活動は「ほめほめタイム」
と名付け、興味をもたせるようにした。
発表後は、表現への思いや意図を、ワークシート
に記入させる（図２）。なお、ワークシートは、四季
の４種類分作成する。

図２　ワークシート

4. 2. 3.  第３時
授業の流れは前時と同様である。ただし、新しい
季節の表現を工夫する視点を与えるため、グループ
に割り振る季節は、第２時と異なった季節とする。
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4. 2. 4.  第４時
授業の冒頭では、前時までに思い浮かべた四季の
イメージを振り返る。その後、拡大歌詞を黒板に掲
示し、それを基にイメージを音楽で表現する方法を
考える。具体的には、１つ１つのフレーズを取り上
げて、「どうやって歌ったらいいかな」と問い掛け、
児童から出た意見を学級全体で試しながら、よりイ
メージが伝わる表現を工夫していく。
その後は、みんなに伝わるように歌ってみようと
指示し、学習のまとめとして教材曲を歌わせる。
授業の最後には、表現への思いや意図をワーク
シートに記入させる。四季全てを扱うため、ワーク
シートは第１時のものと同一のものを用いる。

5.  授業の結果
5. 1.  第１時の結果
「思いや意図をもって歌わせる」ことに関わる場
面を抜き出し、授業の流れに沿って詳細を述べてい
く。抜き出す場面は、「初めて教材曲を聴取させた場
面」「季節の様子を思い浮かばせた場面」「教材曲を
歌わせた場面」の３場面である。
（１）初めて教材曲を聴取させた場面
歌詞を提示せずに「歌の中に、どんな言葉が出て
くるか聴いてごらん」と伝え、教材曲の音源を流す
と、それまで落ち着かない様子だった児童も口を閉
じ、集中して聴いていた。歌詞を聴き取ることがで
きたのかを尋ねると、児童が口々に歌詞を呟くなど、
教材曲に注目している様子が窺えた。
（２）季節の様子を思い浮かばせた場面
歌唱練習の後は、それぞれの季節から連想され
るものや、それぞれの季節に対して抱く気持ちを思
い浮かべさせ、教材曲に対してイメージをもたせよ
うとした。すると児童はそれぞれにイメージをもち、
イメージから季節への思いを膨らませているよう
だった（表２）。

表２　季節の様子を思い浮かばせた場面
T1 夏といえばどんなものが出てくるかな。

S1 かき氷。

S2 （周りの児童が歓声をあげる。）

T2 いいなー。

T3 じゃあ、夏って、どんな気持ちになりますか。

S3 なんかな、プールに入りたくなる。

T4 なんでかな。

S4 だって暑いからさー、冷たくなりたい。

T5 ほうほう、なるほどな。

T6 他に、言いたいことある人いますか。

S5 いつもバーベキューしたりしててな･･･

T7 いいね。どんな気持ちになるの。

S6 夏は楽しい！

T8 それはええなあ。

（３）教材曲を歌わせた場面
教材曲にイメージをもたせ、深めさせた後は、思
い浮かべた様子が伝わるように歌おう、と指示して
歌わせた。しかし、授業の冒頭でメロディーを覚え
させるために歌った時と変容は見られず、強弱や明
暗といった変化もなく、一本調子になってしまった。
つまり、イメージをもつことができていても、その
イメージが即、歌唱を工夫することに結び付くわけ
ではないということが考えられる。

5. 2.  第２時の結果
第１時と同様に、授業の流れに沿って詳細を述べ
ていく。抜き出す場面は、「グループで表現を考えさ
せた場面」「グループ発表の場面」「ワークシートに
思いや意図を記入させた場面」の３場面である。
（１）グループで表現を考えさせた場面
活発に話し合っている様子のグループと、話し合
いが進んでいない様子のグループがあった。前者の
グループは、メンバー間でイメージを交流させ、試
行錯誤しながら意欲的に表現を工夫していた（表
３）。

表３　グル―プ活動の様子
秋を担当し、活発に話し合っていたグループの会話

S1 どんな風に歌う？

S2 春はさー、ふわふわで、雲の上みたいな感じやん？
でも、秋はどんな感じなんやろうなー。

S3 みんな、声変えれる？

S4 えー、まぁ。

S5 僕は変えれるで。

S6 「（優しく）あー」と、「（叫ぶように）あー」みたいに？

S7 ほんで、どんな風に歌うん。

S8 今って秋やんな。想像してみたら･･･。

S9 オレンジ色な感じ。もみじちゃうん。

S10 いい気持ちっていうか、なんていうか。

S11 （考えている。）

S12 なんかつけてみる。

S13 こうやって手つけたらいいんちゃう。

S14 「かかえて」のところは、
こうやって（抱えているように振り付けをする）やったらいいんちゃう。

このグループは、春のイメージを参考にしたり、
声の出し方を工夫したりして秋のイメージを歌で表
す方法を考えていた。ただその方法が分からずに、
単に身振りを考えるという結果に至ったようだ。
（２）グループ発表の場面
各グループがそれぞれに表現の工夫をしており、
児童は楽しそうに他のグループの発表を聴いていた。
「ほめほめタイム」でも積極的に良かったポイント
が伝えられており、和気あいあいとした雰囲気で発
表が進められた。
発表の内容としては、冬の寒さを表現するため全
体を小さな声で歌うなど、音楽による表現を工夫し
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たグループがあった。一方で、「どんぐりかかえ」の
部分で何かを抱えているような仕草をするなど、単
に身体の動きだけで歌詞の一部分を表しているグ
ループもあった。
このことより、歌い方を工夫した経験のない児童
には、音楽での表現を実現させるために支援が必要
であると考えられる。
（３）ワークシートに思いや意図を記入させた場面
集中して活動していた児童がいた一方で、鉛筆が
進まない様子の児童もいた。理由を尋ねると、文字
で書くのが難しいようだった。児童の実情や発達段
階を考慮に入れ、絵で描いてもよい、などの指示を
行うべきであったと考えられる。

5. 3.  第３時の結果
第３時では、前時の反省を生かし、当初構想して
いた内容に、「イメージを音楽によって表現する方
法を考えさせる活動」を加えた。
では、前時までと同様に、授業の流れに沿って詳
細を述べていく。抜き出す場面は、「イメージを音楽
によって表現する方法を考えさせた場面」「グルー
プで表現を考えさせた場面」「グループ発表の場面」
の３場面である。
（１）イメージを音楽によって表現する方法を考え
させた場面
歌詞の１フレーズを取り上げ、音楽で表現するこ
とができないかを考えさせた（表４）。

表４　活動の様子
T1 歌詞･･･歌の言葉がありますね。

T2 例えば、春やったら、（「わたげがふわり」の部分を指差しながら）
「（叫ぶように）わたげがふわり」って歌う？

S1 （「いや、違うよ」とばかりに笑っている）

T3 じゃあ、どんな風に歌ったらいいんやろう。

S2 「（ふわりの部分を優しく）わたげがふわり」

S3 ふわんと歌う。

T4 いいですね。ふわんと歌ってくれたねんて。

T5 （こりすがちょろりの部分を指差しながら）じゃあ、秋は･･･
「（叫ぶように）こりすがちょろり」って歌う？

S4 （「いや、違うよ」とばかりに笑っている）

S5 「（ちょろりの部分を小さく）こりすがちょろり」

S6 ちょろりっていうから、小さな声で歌った。

T6 なるほど、そう歌ったんやな。

活動の際には、筆者があえて乱暴に歌うことで、
表現を工夫する意欲を掻き立てることができたと言
える。実際に、児童は優しく歌ったり小さく歌った
りするなど、それぞれに表現を工夫できていた。
（２）グループで表現を考えさせた場面
前時と比較して積極的である児童と、消極的であ
る児童の両方がいた。グループ活動がスムーズに進
むかどうかは、活動への慣れよりもグループの構成

員の人間関係が鍵なのであろうと考えられる。
（３）グループ発表の場面
前時に引き続き、各グループがそれぞれに表現の
工夫をしていた。ただ、歌詞の一部分を身振りで表
しただけのグループが前時よりも増えていた。授業
の冒頭では、音楽によって表現する方法を考えさせ
たが、それはあまり生かされなかった。小学校１年
生の児童は、音楽表現よりも身振りを工夫する方に
移行しがちであったため、意識や興味を継続させる
ための環境づくりが必要であったと考えられる。

5. 4.  第４時の結果
第４時では、前時の反省を生かし、当初構想して
いた内容を変更し、児童の「音楽表現」を引き出すた
めに工夫をした。授業の冒頭では前時と同様に、イ
メージを音楽によって表現する方法を考えさせた後、
児童から出た意見を、表現の一例として、黒板に掲
示した拡大歌詞に書き込んでいった（図３）。

図３　児童の意見を書き込んでいる様子

思いや意図をワークシートに記入させた後には、
歌唱させた。ワークシートは、「音楽表現」への意
識を継続させるため、歌詞を印字し、フレーズとフ
レーズの間に書き込みができるようにした（図４）。
なお、点線部で示している部分は記入例である。

図４　改訂ワークシート（見本）
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では、前時までと同じく、授業の流れに沿って詳
細を述べていく。抜き出す場面は、「イメージを音楽
によって表す方法を考えさせた場面」「思いや意図
をワークシートに記入させた場面」「教材曲を歌わ
せた場面」の３場面である。
（１）イメージを音楽によって表現する方法を考え
させた場面
前時の活動内容と異なる点は、児童の意見を、黒
板に掲示した拡大歌詞に書き込んでいった点である。
児童は自分の意見が拡大歌詞に書き込まれると、歓
声をあげるなど、楽しそうに活動していた。
（２）思いや意図をワークシートに記入させた場面
ほとんどの児童が、集中して活動を行っていた。
前時までには鉛筆が進まない様子だった児童も、印
字された歌詞を手掛かりに、鉛筆を走らせている様
子だった（図５）。

図５　児童が記入したワーク

（３）教材曲を歌わせた場面
ワークシートに思いや意図を記入させた後は、様
子が伝わるように歌おうと指示し、歌わせた。する
と、四季ごとに強弱の差をつけていたり、歌詞に登
場する形容語を工夫していたりするなど、第１時と
比較すると、大きな変容をみることができた。

6.  結論
授業の結果を検証し、思いや意図をもたせるため
の歌唱指導のポイントを、次のように導く。
（１）イメージ・思い・意図の視覚化
イメージ、思い、意図は、児童の頭の中で創出さ
れるものである。本実践を通して、低年齢の児童に
とっては、たとえそれらを創出できていたとしても、
すぐ忘れてしまったり、別の思考へ移っていってし
まったりする傾向があることが分かった。したがっ
て、それらを音楽で表現する際に、児童自身に明確
に意識させておく必要があり、そのために、イメー
ジや思い、意図を、言葉や絵などの目に見える形に
よって視覚化させ、自覚化を図ることがポイントに

なると考える。
その時、それらを表すためにワークシートを用い
ることは有効である。本実践においては、第4時に
ワークシートに思いや意図を記入させてから歌わせ
た時、大切そうにワークシートを手に持ち、自分の
思いや意図を確認しながら表現を工夫している児童
の姿が見られた。このことからも、歌わせる前にイ
メージや思い、意図を目に見える形によって、視覚
化させておくことは有効であると言える。
（２）思いや意図を音楽で表わす過程において、身体
による動きを取り入れること
小学校１年生は、思いや意図を音楽で表そうとす
ると、歌よりもまず身体の動きで表そうとする傾向
があることが分かった。例えば、歌詞にある「おお
きな」などの言葉に対して、すぐに動きを見せてい
た。それは「おおきな」というイメージを動きで表
わそうとしているものであった。
当初は、歌詞の一部分を身振りで表すことは、音
楽表現をさせる上で障壁となるものであると考えて
いた。しかし、このことは、小学校１年生がイメージ
を歌で表現させていく上で、重要なプロセスである
と捉えられる。すなわち、１年生にとって、抱いた
イメージ、考えた思いや意図を、すぐに音楽で表す
ことは難しいことであり、そのステップとして、身
体を動かして、それを徐々に音楽表現へとつなげて
いくことがポイントであると考える。
（３）楽曲全体を捉えさせるための教具の工夫
小学校１年生は、歌詞全体ではなく、そこで使わ
れている語句そのものにイメージを湧かせたり、思
いを抱いたりする傾向があることがわかった。楽曲
に対する思いや意図とは、楽曲全体に対してのもの
であり、歌唱曲においては歌詞全体について捉えさ
せていくことが必要であった。それを実現させるた
めに、本実践では、学級全体が共有できるためにも、
歌詞全体を拡大して掲示する工夫を試みた。そして
その歌詞全体を見ながら、歌で表現する方法を考え
させた。これにより、児童は歌詞全体のイメージを
浮かべ、歌い方を考えることができた。また児童か
ら出た意見は拡大歌詞に書き込み、「音楽表現をす
ること」を意識させるようにした。
加えて、拡大歌詞と同様のデザインを施したワー
クシートを用いて、児童一人一人に歌い方を記入さ
せることで、さらなる意識化を図った。授業実践に
おいては、児童は音楽による表現を実現させること
ができていた。
（４）表現に用いる要素の限定
音楽は、リズム、旋律、和声、速度、強弱などの
諸要素によって構成されている。歌詞もまた声楽曲
における要素の１つである。思いや意図を音楽で表
現するということは、その思いや意図に照らし合わ
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せながら、これらの諸要素を用いて形づくっていく
ことになる。
例えば、「『ふわり』の気持ちいい様子を表すため
にゆっくりとしたテンポで歌う」「『ざぶんと』の力
強い様子を表すためにクレシェンドして歌う」とい
う具合に、である。
しかし小学校１年生にとって、複数の要素を同時
に使って表現を工夫していくことは、難しいという
ことが分かった。そのことから、指導にあたっては、
思いや意図を表すための要素を１つに絞って注目さ
せることが、児童の思考を焦点化させるためにも重
要であるものと考える。例えば「どんな強さで歌っ
たら、あなたが考えた『わたげがふわり』の感じが
でるかな」のような指示がポイントとなるだろう。
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